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最近における気象輻射学と大気オゾンの話題＊

　　　ベルゲソ；CIMO輻射委員会・輻射シンポジウム，

　　　　　　　モナコ；大気オゾソシンポジウムより

関 原 彊＊＊

　去る8月15日より21日までノルウェー，ベルゲγ市で

WMOのCIMO委員会（Committee　on　Instrument

and　Method　of　Observation）の輻射作業委員会が開か

れ，22日から28日までWMO－LUGG主催のRadiation

Symposium　with　Satellite　Techniqueというのが同じ

くペルゲソ市で開かれた．更に3日おいて地中海沿岸の

モナコで同じく　WMO－LUGG主催の第10回　Ozone

Symposiumが開かれた．筆者ははじめの会議に委員と

して出席した他，あとの二つの会議にも出席して講演を

する機会にめぐまれたので以下その会議の模様につき報

告する．

　CIMO輻射作業委員会，これは去る1964年に東京で

開かれたCIMO総会において発足した作業委員会の

成果をまとめる作業である．実質は二つに分かれ，一つ

はWorking　Group　on　Radiatim　Instruments　for

General　UseといわれイソドのA．Maniの主催する

もので任務の内容は輻射の国際比較観測が主要なもので

今回は特にその他に国際輻射センターの設置，GARP

への協力などが討議された．メソバーは英国カナダ，ス

ィス，フラソス，アラブ連合，ソ連，オーストリーから

各一名程度の小人数のものである．もう一つのものは

Working　Group　for　Special　Radiation　Instruments

and　Observation，と呼ぱれるものでアメリカのR．

Marchgroberが主催，メソバーはドイツのSchulze，ベ

ルギーのDognlaux，イソドのRamdas，日本から筆者

という更に小人数のものである．

　筆者の関係した後者の委員会の内容をや・くわしくの

べると，主目的は輻射の標準測定器の設定とこれに関連

した技術的間題を討議することにあるが，先づ今回の主

要題目はそのうち日射測定に関するものから始められ長

波輻射の間題は現状の知識の交換にとずまった．先づ標

準測定器に関連して絶対測定の問題が議論されこれは
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「既知の物理法則と物理常数のみから輻射のパラメータ

の測定が出来るように設計された器械」という定義が与

えられた．具体的には熱の仕事当量，プランクの法則な

どによる通常の測定量から直接に輻射エネルギーを求め

るということである．

　従来議論されて来た　Jntemationl　Pyrheliometric

Scaleはこの絶対測定に依存しなければならないという

のが委員会の出発点である．この意味からはオソグスト

・一ムの補償日射計は必らずしも絶対測定器ではない

（つまり熱量を直接測定したのでなくて熱量測定を電気

抵抗測定に置き換えたのにすぎない）．この委員会で明

らかにされ又今後注目すべきであると認められた事とし

て，新らしい輻射絶対測定器としてベルギーの王立気象

研究所とアメリカのNASAで夫々の器械が設計製作さ

れているということであった．この意昧で特に重要な事

は標準黒体輻射源の製作でこれは今後特にこの種の研究

をす㌧めるぱかりでなく国際的な規格をつくる方向に進

むべきことがみとめられた．

　あらゆる種類の輻射計の比較観測について特に強調さ

れたごとは夫々の器械について事前に室内実験により出

入力の関係，感度，温度係数，分光特性，余弦法則，時

定数，安定度その他の性質を調べることである．これは

これまでの比較観測の例ではこの様な注意がないために

充分な結果の解析が出来なかったものとして特に重要と

されたものである．

　特に直達日射計（Pyrheliometer）については太陽周

辺光の影響を明らかにして更にその結果日射計の筒長と

して必要精度を保つための適度な長さを決定することの

重要性が指摘された．これに関連して当気象研窄所で行

なわれている太陽周辺光の分光角度分布測定の仕事はお

陰で大変珍重され将来の比較観測には是非この観測を併

用すべきことが結論された．

　次に問題となるのは日射計のフィルター，表面の黒と

白の塗料についてである．フィルターについてはその温

度効果と経年劣化の問題が充分に考慮される必要があ

、天気”16．2．
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り，塗料については0．28μ～100μにわたる吸収係数の

測定が非常に重要な課題であるが今の所完全なものはな

い．

　次に注目すべき間題として輻射観測から逆に大気中の

物質分布とか温度分布をはかる種類の問題でこれは最近

非常な勢で発展しつ》ありマイク・波までものびている

現状であるがこれは別に新分野として取上げるべき問題

であろう．

　最後に世界輻射セソターについてはスイ．スのダボス物

理気象観測所が一つの候補地として非公式にBener博

士により説明されていたわけであるがこれについては特

に絶対測定に関連して国際度量衡センターとの関係を深

めること，研究者が国際的規模で集まり一定期間研究に

従事し得る程度の設備を有すべきことが強調された．

　CIMO関係の会議は大体以上の如き内容でベルゲン

市内のベルゲソ大学の教室で行なわれ，同時に同大学の

輻射観測施設の見学などを行なった．こ・ではPaulsen

教授の指導のもとに日射輻射に関する各種観測がルーチ

ン的に行なわれて居り目的は主としてClimatologyの

研究である．数種の観測データを同時に自動的に処理す

るデータ処理機が配置してあるのが一つの注目すべき点

と思われた．

　22日からは舞台をベルゲソ郊外のハトレベルグ経理学

校の講堂にうつしシソポジウムが開かれた．参加人員は

約150名であろうか．日程は人工衛星塔載機器と観測結

果，分光学，雲とエァ・ゾル中の輻射伝達，輻射と力

学，輻射伝達と大気循環，GARPとの関係という順序

であった．何といってもこのたびの特色は衛星観測と

GARPとの関係に絞られる．ここで先づ輻射委員会委

員長Kondratyev教授の「GARPと輻射気象又は気
候」という題名の講演が全体をしめくくるものとして印

象的で以下その概略をのべる．

　天気予報において数日程度の気象現象を論ずる場合に

は非断熱項（diabatic　factor）が重要となってくるのは

経験により明らかである．これが気候の間題とか大循環

モデルの計算となるとその重要性は更に増してくる．非

断熱項のうち輻射過程はその根幹をなしているがこ・で

1973～6年に予定されるGARP（Grobal　Atmospherlc

Research　Program）は大循環を規定するあらゆる本質

的要素を究明するものであるからこ・にそのうち輻射研

究の関与する部分をとり出して議論しようとするわけで

ある．次下その関係の項目と内容を列挙する．
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　1．大気活動の原動力

　つまり大気による太陽エネルギーの吸収……太陽常数

の問題．これはその2～3％の変化でも大気中の平均温

度を大きく変えることになるので重要な課題である．現

在の所E　Johnsonの与えた2．ooJy／minが一般に用い

られているが最近のソ連の気球の数多の観測とエプリー

社の・ケット観測によればこの値が大部下廻り昔のL94

1y／minに近いことが報告されて居り，今後の慎重な研

究が期待される．

　2．大気と地表との輻射的相互作用

　輻射収支（net　radiation）の測定が問題の焦点であ

る．そのうち通常の日射測定については基本的な問題点

は少ない．観測地点の充実特にアフリカ赤道地方，東南

アジア，南アメリカ，南極大陸などが今後充実すべき方

向である．長波輻射計はこれに比し事情がはるかにおく

れている．目下の所全世界の観測地点は約200箇所（日

射は1000箇所）であるが問題は現在用いられている各種

の測器の感度が，20％も喰い違っている点である．しか

もそれらについて未だに標準測器が確立されていない点

にある．これは前記CIMO委員会でもかなり討論され

たが目下緊急を要する問題点である．測定されたデータ

の蒐集と処理はもう一つの重要な課題であるがこれにつ

いてはWMO主催のもとにレニソグラード中央地球物

理観測所が全地球の水平面日射と輻射についての日積算

と時間積算値を既に42箇所にわたって印刷発行してい

る．しかしこれは重要なデータ処理への第一歩であるに

すぎない．

　波長別の日射輻射測定は問題のエネルギーの授受に関

する理論と実験のつき合わせという意昧で重要であるが

これは短波長についてはエァ・ゾルについての知識が不

足していること，長波長の分野では測定技術そのものが

むづかしい点に問題がある．

　この種の問題の焦点は地表と大気のエネルギー交換現

象として乱流による顕熱輸送，水蒸気の移動による潜熱

輸送，摩擦による運動量の消費などに比し輻射の関与す

る役割を量的にたしかめることである．

　5．大気系（地表を含む）から虚空への熱の収支

　これは人工衛星により長波，短波夫々の総エネルギー

の測定を行った場合の地球上の分布を問題にすればよい

のであるが人工衛星のフラックス測定が必ずしも100％

信頼出来ない（感度の変化などのために）点があるので

飛行機，大気球などで同時観測をしてチェックする必要

がある．更に方向別の測定と180qに積分した値との関
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係も問題点の一つである．

　4．対流圏と成層圏の輻射による加熱冷部

　数値実験では大気の状態を規定した後にこの量を計算

するわけであるがその計算量は数値実験全体の計算量の

3分の2にまでも達する．そこで実際にはかなりの単純

化と近似法が用いられるわけであるがこれが現在の所厳

密計算と大変喰い違うという問題がある．

　更に日射の吸収の問題については飛行機観測，ゾソデ

観測の結果から非常に清澄な大気においても大気による

吸収量は水蒸気のみの2倍程度になることが知られてい

る・これはエァ・ゾルによる吸収とされているが，実際

にはエァ・ゾルの状態と吸収の関係については殆どとい

ってよい程度に未知である．

　雲による日射の吸収，赤外輻射の放熱の状態について

はこれまでの所まだまだ未知である．

　結論的に云うとこれらの問題を解決する方法は現在の

所実測の方法しかない．そのためには自由大気中の輻射

フラックスの垂直分布をゾンデ，飛行機，人工衛星によ

り測定すること，大気の組成（水蒸気，エア・ゾル，雲）

の垂直分布を実測することを綜合した複雑な観測を行な

う必要がある．特にそのうち輻射ゾソデの重要性は指摘

されねばならない．又これは昼と夜共に行うことが重要

である．更に輻射の分光観測も前記問題に関連して重要

な課題である．

　5．大気光学におけるインバース問題と気象衛星

　先づ地上からの問題としては短波長輻射の天空分布の

測定からエァ・ゾルについての垂直分布，粒度分布を求

める問題が重要である．次に赤外発光については成層圏

の水蒸気量その他の成分を決定する問題が将来性のある

間題であろう．

　イソパース問題（Inverse　problem）とは元来輻射を

測定して大気の組成とか温度などの状態を推定する問題

を称するのだが現在は専ら人工衛星からの測定が中心問

題として盛に研究されている．その中でCO215μの測

定から大気の温度分布を出すことが多くの人々により研

究されているが，その困難な点を列挙すると，

　イ，数学的に解が一意的に決まらないこと，結果が測

定誤差に対して非常に敏感である．これを解決する一っ

の方法として経験的に知られた温度分布を基礎として

Empirical　orthogonal　functionの組合わせをつくりこ

れにより結果を表わそうとするわけであるがその欠陥と

して異常な結果が出る可能性がなくなってしまうことで

ある．そのために全く別の原理の測定と併用するなどを
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考えねばならない．

　・，分光学的に非常に精度のよい観測を必要とするこ

と，これについてはKontratyevはFourier－spectro－

metryが有望としているが，イギリスOxford　groupの

Selective　choPPer法が有力であることがたしかめられ

てし・る．

　ハ，雲についての特性がこの問題に関連して何も知ら

れていないこと，

　二，この問題では炭酸ガスの透過関数が積分方程式の

Kemelと密接に関係のある量となるがその温度，気

圧，物質量との関係は必らずしも未だ完全に知られては

いない・分光学的な吸収係数の微細構造の決定はこの意

味で重要な課題である．

　以上を要約してGARPに関して輻射の側面から提唱

される観測計画について

　（1）地表面の輻射収支の測定，これには気温，雲

量・湿度，気圧，地表面温度などの通常の気象要素の測

定の他にエァ・ゾル特性の測定も加える．

　（2）極軌道衛星と静止衛星からの輻射収支測定．

この場合人工衛星，飛行機，ゾンデによる通常の測定

（気温など）の他にエァ・ゾルの測定を併用する．

　（3）飛行機，ゾンデを用いて大気の輻射フラックス

と通常の気象要素の垂直，水平の観測網をはかること．

以上である．

　さて以上のKondratyev教授の講演は会議全体を見

渡すのにも大変適当な内容であったが筆者はヒ・であら

ためて会議で講演されたもののうち以上の内容に関連し

て興味ある間題を二三あげてシンポジラムの報告とした

い．

　インバース問題のうちCO215μについてオックスフ

ォードグループがセンサーの開発を行なっていることは

前述の通りであるが，これは主としてJ．T．Houghton

が指導者となりP・Abe1が実験的な面で，C．D．

Rodgersが理論的な面で協力し来年あげられるNI－

MBUS－D衛星に塔載すべく準備しているものである．

分光の原型は炭酸ガスの強い吸収帯（q－branch）を取り

出すのに炭酸ガスの吸収セルそのものを用いている点に

工夫がある・（Selective　chopPer　systemといっている．）

イソパース理論としては積分方程式を解く，方法として

統計的な方法を導入しているのが新らしい点であるが純

粋に数学的な間題として割り切ってしまう前に何か物理

的な解の基準はないのかといった点でKondratyevと

Rodgersの間に大部議論が交わされた．

、天気”16．2．
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　イソパース問題での新しく注目すべき話題はマィク・

波の応用である．これは赤外の技術ではどうしても避け

られない雲の障害に対して殆ど影響されない点に画期的

な強力な武器となり得るものであるが，これはカリフォ

ルニャ大学のWelch博士がこれに関L綜合報告をして

いる．問題となる吸収帯は水蒸気，オゾソ，酸素である

が特にO．5cmの酸素吸収帯は温度測定の有力な方法を

与えそうである．

　ゾソデによる大気輻射観測は全波長のものについては

シソポジウムの期間中別に委員会が持たれアメリカの

Kuhn博士主催のもとに来年末，ソ，独，カナダ，一日本

が集まりアラスカ，ハワィ等で比較観測をすることが申

し合わされた．

　赤外の波長別ゾソデ観測はHoughtonにより興味あ

る結果が報告された．それによると5．2～5．8μの赤外輻

射がほずオゾソ層に到達する頃に増加しているというの

である．彼はこれをAdditional　mysterious　radiation

と称して原因についてのsuggestionを求めていたが，

Benedict教授は最近成層圏で発見されたHNO3（硝

酸）が一つの可能性であることを述べられた．

　エア・ゾルの吸収の間題についてはドイツのQμen－

zelが彼の数多くの角度分布観測の結果から海洋上でも

その存在を確認している．

　又雲とエア・ゾルの存在する媒体内での輻射伝達の間

題については我が山本教授が詳細な綜合報告をなされ，

同時に多数の計算結果を報告された．これはGARPを

前にして現在における最も重要な貢献として各国からの

称賛と尊敬を集めた．

　次にモナコで行なわれたオゾソシソポジウムの記事に

うつる．この会議はもともと国際オゾソ会議発足後40周

年，第10回目を記念してフラソスが招待し，Fabryによ

る，はじめてのオゾソ観測ゆかりの地であるマルセイユ

で行なわれる筈であったが例のフラソス国内のスト騒ぎ

の政治情勢のためモナコに変更されたものである。その

記念すべき第10回目の会議というので最近ではこの方面

では第一線を退いて居られる老大家のお顔に接したりそ

のメッセージを聞いたりする機会にめぐまれたのは何と

いっても一番印象にのこることであった．その第一は

Sydny　Chapman教授が来られたことである．教授は

既に八十・一才の高令であるが至極御元気で第1日の一般

講演の他に第2日の光化学関係の講演会の座長もつとめ

られた．云うまでもなく同教授は1930年のオゾソ層発見

直後の時期にオゾソの光化学，反転効果の理論など草創

1969年2月
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の頃の理論建設の最大の功績を荷っている人である．次

はG．M．B．Dobson教授のメッセージである．同教授

も八十才の高令であるが未だに自宅近くに個人の観測所

を持ちオゾソ問題には大変活発な興味を持って居られ

る．筆者も昨年1日訪問した記憶があるがこの度はオッ

クスフォード大学のWalshaw博士にメッセージを託さ

れて御自分では来られなかったわけである．メッセージ

の内容を要約すると，

・1929年にFabry教授が主催して行なった国際オゾソ

会議から40年になるわけであるがその当時において既に

かなりの事実がオゾソ層について知られていた．それを

列記すると，1．全オゾソ量の季節変化，南北半球の6

ケ月間のずれ，2．北半球の緯度分度，3・高低気圧に伴

うオゾソ量変化，4．50km附近の高温域がオゾソ吸収に

基因するということ，これに反しオゾソ層の高さはその

当時40～50kmであるとされて現在知られている22km

と非常に喰い違って居りこのためにオゾソが地上の気圧

パターソにより何故著しく左右されるかが分らなかっ

た．オゾソ生成と消滅の光化学についても紫外線で酸素

分子が解離しその結果生ずる酸素原子が酸素分子と反応

してオゾソをつくる事以外はくわしくは何も分らなかっ

た．観測の面に於けるその後の進歩はそれにも増して著

しいもので反転効果の利用，各種オゾソゾソデの発達は

実にめざましく我々は現在オゾソの垂直分布についてく

わしい知識をもっているわけであるがそのある部分の説

明は今日尚未解決である．

　こ・で特に指摘したい二つの点がある．一つはドブソ

ソ分光器の更正の間題に関連して最近用いられ出した沃

素電球は精密な電流計と併用するとすぐれた標準光源を

与えるものであることが第1である．第2は理論面であ

るが現在オゾソの緯度変化，季節変化についてかなりな

研究がなされているがその気象現象との関連について現

在関心がうすれてい）るようであるがこれはより一層の関

心を以って研究されるべき重要な領域であると信ずる・

　さて以下日程に従い，各項目毎の概説を記述して行

く．

　第1日は全オゾソ量の間題である。こ・では主として

Dobson分光計による測定法の改良が論ぜられ，Wardle

は光計数管を用いて新型分光光度計について報告した．

Elseその他はソリッドステート増幅機の導入，Olafson

の報告も同種のものである・

　第2日は光化学の問題である．先づDUtschが現状

の問題点につき綜合報告を行なった．それによればこの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11
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領域は約10年前に一応解決して落着いた形であったが

1964年にHampPonが励起酸素原子と水蒸気の反応で，

H・HO・HO2等の活性水素化合物が発生する可能性が

成層圏に存在することを指摘されこれがオゾソの分解に

かなりの役割を演ずることが考えられるようになった．

しかし彼がHuntにより用いられた反応速度恒数を用

い計算した所ではオゾソ極大層及びそれ以下ではこの効

果は小さく理論と観測の喰いちがいを説明することは出

来ない．これは又移流によっても説明出来ないことは古

い理論（水蒸気なしの）の場合と同じである．今の所彼

は反応速度恒数の不確定度に望みをもっているようであ

る・Crutzenも全く同じ議論をしているが彼の計算によ

れば“Wet”photochemicul　theoryでオゾソ分布を説明

しようとすると混合比が成層圏でfactor9／scaleheight

の割合で増加しなければならないことになる．

　Maeda（前田）は主として中間層のオゾソ量に対するオ

ー・ラ粒子の影響に関しOH－emissim，粒子のdiffusion

の影響を考慮に入れた詳細な計算を行なっている．

　関原はオー・ラ活動から二次的に発生するX線の電離

作用とこれに附随して行う化学変化を議論しNOの生

成がオゾソ分解を惹き起すべきことを推論した．

　Bangerajanによれば低緯度地方のオゾソの上層7．8

mb以上の量が反転効果からの統計では太陽活動と共に

わずかに増加しているが同時にこの層は力学的な2年週

期の影響をも受けている．

　KulkamiはオーストラリヤのアスペンデールのDo．

bson分光計によるオゾソ観測をもととして興味のある

事実を述べている．昼夜の観測の差について（夜は月光

を光源として行なう）A－D法を用いると差はないが個

々の波長をもととして計算すると夜の方がオゾソ量が多

く出る．これは夜の方がエー・ゾル粒子が大きくなる

ためと考えられる．又中緯度と低緯度のB（λλ3088／

3291）Pairのオゾン測定値が夫々前者では夜間にオゾ

ソが減少しているが後者では昼夜の変化がない。これは

大気中の酸素分子のHerzberg帯発光とOHのλ3088

発光に基因するとして緯度分布まで考慮に入れて説明さ

れる．

　Hestwedtは光化学理論に渦動拡散の項を導入して30

km以下のオゾン分布の説明を行なっている．同時に，

H2，H202なども下から成層圏に運ばれるとしている．

　Regenerその他の行なった実験は逆に地上にオゾン・

発生源をつくりそこから垂直にオゾソ量測定を行なうこ

とにより渦動拡散の量を求めようとするものである．

12

　Rippertonその他は地表附近のオゾン量測定とその光

化学に関しオゾン分解に重要な役割を果しているのは主

としてNO，NO2であることを強調して、・る．

　オゾソの通常の意味の測定については全量測定では

ソ連のフィルター方式が非常に異なっている他は皆

Dobson分光計を用いている．フィルター方式とDobson

式との比較をB位ikov（ブルガリヤ）が行なっているが

木陽高度が300以下になると差が非常に大き・くなること

を報告している．オゾンゾソデについては一般にBre－

wer－Mast型といわれる電気化学的方法が用いられてい

るが今の所の根本的な問題点の一つはその測定値の垂直

積算量がDobson分光計によるものと喰い違うことで
ある．

　DUtschは1年半の比較観測からゾソデによるものの

方が全量で（上層オゾソ量の補正をしても）20％少ない

と報告している．Powe11とSimmonsは空気の吸引能

力の気圧効果について実内実験を行なっている．アメリ

カの炭素電極を用いたKomhyl式のものは未だアメリ

ヵ以外でそれ程広まっていないようである．光学的オゾ

ソゾンデはフランスのFromentとアメリカのRegener

の報告がある．

　さて垂直分布の実測結果の議論についてはインドの

Maniの報告によればインドでは季節変化が殆どなく常

に25－28kmに極大層がある．しかし極大層から圏界面

までの層と対流圏のオゾソ量はかなり変化があり下層成

層圏の変化についてはエー・ゾルとの関係，対流圏につ

いては乾期雨期の湿気との関係が指摘される．

　イソドのRangarajanによればオゾン全量のGloba1

な分布に関連して極東地域が冬季に異常に多くなるがこ

れは中部成層圏の循環と熱的構造によるものであり，北

部大平洋10mb高度の短期間のオゾン変動は低気圧の移

動によるものである．この極東域のオゾソ量過剰は反転

効果からの推定では各高度共に多い結果となっている．

又夏期に太平洋地域（マーカス，ハワイ）の方がイソド

地方よりオゾソ量が多いとのことである．

　・ヶットによるオゾソ観測は最近の主要テーマの一つ

であるが，RandhavaのWhite　Sandsでの観測によれ

ば上層オゾンは夜問に増加昼間に減少している．KrUger

はハワイで6回の・ケットゾンデの観測を行なった結果

を報告している．これまでの所変化についての目立った

特徴はみとめられない．

　衛星からのオゾソ観測は最近のGARP計画ではとり

上げられていないのであるが成層圏循環の問題として重

、天気”16．2．
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．要視されてよいと思われる．これについてはMateerと

HeathによるNIMBUS－D衛星にのせるべき計画と，

Anderson　Barth，Cayla，LondonによるOGO衛星の

測定結果が報告された．何れも2000～3200A附近の紫

外線について下からの散乱光を分光測定してオゾソ分布

を算出するinverse　problemとなる．目下の所解析法

の展開，更正の方法などについて述べられ結果を出すま

でには到っていない．同じくinverse　problemであるが

Walshawと関原は9．6μ帯による観測について計算を

行ない報告している．これによれば赤外観測ではむしろ

全オゾソ量を出すのに都合がよい．、

　　オゾソと大気循環の間題についてはソ連のKhrguian

がかなり長い綜合報告的な論文を出している他，成層圏

の熱構造に関連した論文として，LondonとB位ikow・

Bojkowが夫々報告．南半球に関してKulkamiの報告

がある．こ・でHeringによって報告された全世界のオ

　ゾソゾソデの観測網の結果の解析をのべてこの種のもの

の代表としてみる．

　　下部成層圏等温位面での子午線内分布は既に初冬の季

節に形成されこれが春まで維持されている．等温位面を

通ってのオゾソ量の下向きのフラックスは中緯度の温暖

帯にあることはたしかであるがオゾソ混合比の最大は極

　地方の冷たい低気圧内に見出される．赤道地方での混合

　比は殆ど・一桁小さい．冬季と春季の中緯度分布ではオゾ

　ソの多い極地方の空気と少ない赤道地方の空気の混合の

　状態が非常にうすい層にも見分けられる．こ廠に反して
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秋にはオゾソ量の緯度傾度は約4分の1にまで減ずる．

最近の観測結果によればオゾンの垂直フラックスは大ぎ

なスケールでは輻射冷却と加熱により支配されるが短期

間の変化は波動的な乱れにより支配されている．冬季間

においては高緯度で等温位面に関して継続的に輻射冷却
　　　　ノ
と下向きオゾソフラックスが見られるがこれは水平渦動

による顕熱輸送が輻射平衡温度以上に常に保っているた

めとされる．低緯度成層圏の冬季間では輻射加熱と上向

きオゾソフラックスがみとめられる．温位面に関するオ

ゾソ混合比の分布は南北両半球で大体等しい．これは両

極地方の状態までも含めて等しくなっているがむしろ驚

ろくべきことといってよい．

　最後にこの際開かれたオゾソ委員会について日本の委

員関口理郎氏に代り出席したがその決議の主なものを挙

げると，

　1．オゾソは大気の輸送現象を知る上に非常に重要な

方法を与える上に現在その測定法，光化学理論はかなり

よく分っているのであるから是非GARP計画の項目に

入れるべきである．

　2．ソ連で独自の方法でオゾソ観測網がしかれている

のは注目に値する．望むらくはあと6～8箇所の地点でI

Dobson型分光計のものを備えて比較，規格化をして貰

いたヤ・．

　3．各種のオゾソゾソデの比較観測は非常に重要で

1969年春頃是非これを行なって貰いたい・

1969年2月
15

一


